
 
 

第２次八重瀬町国土利用計画に記載する方針（案） 

 
 

新 旧 

第二次八重瀬町国土利用計画（案） 

 

第一次八重瀬町国土利用計画 

（P3 11 行目～17 行目） 

 

具志頭地域については、現在一定の開発動向

がみられ、今後も見込まれる一部の地域にお

いて準都市計画区域の指定を検討する。 

 

 

具志頭地域においては、現時点での都市計画

区域への編入は行わないものとするが、今後

の社会状況の変化と隣接する南城都市計画区

域の状況を見据えながら、町民へ都市計画に

関する啓発活動を行いつつ、町民の意向を踏

まえ都市計画区域への編入及び土地利用の規

制について検討していく。 
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那覇広域都市計画区域 

南城都市計画区域 

東風平地域 

具志頭地域 

都市計画区域指定のパターン図 

1）現状維持 2）那覇広域編入、具志頭地域は市街化調整区域（線引き） 
 

3）八重瀬町単独の都市計画区域（非線引き） 4）東風平地域は那覇広域、具志頭地域の一部を準都市計画区域に指定 ◎町の方針（案） 

那覇広域都市計画区域 

那覇広域都市計画区域 那覇広域都市計画区域 

南城都市計画区域 

南城都市計画区域 
南城都市計画区域 

東風平地域 

東風平地域 

具志頭地域 

具志頭地域 

八重瀬町 

八重瀬町単独の都市計画区域（非線引き） 

具志頭地域を那覇広域都市計画区域に編入 

⇒具志頭地区は市街化調整区域 

具志頭地域の一部に準都市計画

区域を指定 

※当面の間、単独都市計画区域の指定はありません 

土地利用規制が非常に強く、地域の

発展を阻害する恐れがある。 

反面、豊かな自然環境や緑地が保全

される。 

建物用途の混在が懸念されるエリア

を指定して、土地利用をコントロー

ルすることが可能。 

土地利用規制が緩いため、望ましく

ない建物が建つ恐れがある。土地利

用のコントロールができない。 

反面、宅地分譲等により、町外からの

転入者が増え、人口の増加が見込め

る。 

■方針（案） 

・具志頭地域の一部に準都市計画区域の指定を検討します。 

・準都市計画区域の指定範囲は、現状で建物用途の混在が見られる区域を想定します。 

・準都市計画区域とあわせて特定用途制限地域を指定して、「建てさせたくない建物」を決め

て土地利用の規制・誘導を行いたいと考えています。 


